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大田区自立支援協議会 防災・あんしん部会議事録 

          文責：事務局  

(１) 会議の名称 大田区自立支援協議会 第９回 防災・あんしん部会 

(２) 開催日時 令和４年８月３日（水）  13：30 ～ 15：30 

(３) 開催場所 障がい者総合サポートセンター Ａ棟５階 多目的室 

(４) 出席した 

委員、事務局等 

委 員 （部会長：志村 陽子）           ＜敬称略＞ 

山内 京子 石塚 由江 福田 美和 蛭子 明子 一色 ふみ子 

粟田 修平 生駒 友一 北畠 拓也 桟敷 洋子  

事務局： 森合 美穂、秋山 仁志、大本 哲也、江川 奈保美、堀内 蘭 

１ 連絡・確認事項 

（１） 司会・書記の確認（司会・書紀：事務局） 

（２）出欠者・配布資料の確認 

 （３）大田区自立支援協議会運営会議の報告 

    10 月に開催を予定している、「大田区自立支援協議会交流会」の内容について、運営会

議メンバーで、検討を実施した。 

     場所：障がい者総合サポートセンター Ａ棟５階 多目的室 

 

２ 前回の振返り 

  第８回専門部会の議事録・ご意見カードの確認。前回の議事録とご意見カードの内容を踏

まえて、本日のカフェの内容を決めた。また、年間スケジュールについて検討を行ったた

め、本日の専門部会にて共有する。 

 

３ あんしんカフェ 

（１）概要の説明 

   お互いの障がいについて知らないことが多く、話せる機会がないという声があった。ま

ずは部会内で、防災・あんしんの「あんしん」を担う、お互いを理解し会話を楽しむ、

自由に話せる場としてのカフェを開催する。 

（２）あんしんカフェ 

  専門部会委員と事務局、２つのグループに分かれて自分のこと、お互いのことを知るあ

んしんカフェを実施する。 

（３）本日の感想 

  ・お互いの住んでいる場所や日常生活上の困りごとなどリアルな声を聞くことができた。 

  ・気軽に話せる機会をもっと増やしていけたら良いと思う。 

  ・普段話せないことを思い切って話すことができた。部会外にも発信したい。 

  ・話を受け止めることが大切だと感じた。 

  ・話題の中に権利擁護に関することがたくさんあると思う。お互いを尊重していくこと

が大切だと思う。 

 

４ 委員及び各関係機関からの情報提供 

 （１）情報提供 
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   （ア）大田区災害時個別避難計画について 

     福祉管理課から、大田区災害時個別避難計画の決定版の共有があった。こちらは、

大田区ホームページにも公開されているため、個別に確認してもらいたい。 

   （イ）おおた社会福祉士会８月定例会のお知らせ 

     ８月 17日（水）19時から 21時に開催。テーマは、『「生活保護制度」と「路上生活

支援」を学ぼう』 

   （ウ）防災まちあるき 

     おおた地域共生ボランティアセンターから情報提供。９月３日（土）に、東京都・

品川区合同総合防災訓練の一環で、防災まちあるきを実施する。大田区から、２名

程度参加の依頼がきているため、興味のある方は各自で申し込みをお願いする。 

   （エ）専門部会委員から情報提供 

     一般社団法人大田区支援ネットワーク主催の研修の案内。 

 （２）ご意見カード記入 

 

※次回の日程 

  専門部会：令和４年９月７日（水）13時 30 分～15 時 30 分 さぽーとぴあＡ棟５階多目的室 

 


